
公表：令和　２年３月26日

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確
保されているか

25 5

・屋上のフェンスの修理
が早くなればいいなと思
います。
・屋上が使えないため。
・外で遊べる所もほしい。
・屋上が早く使えるように
なるといいなと思いま
す。
・台風の影響で屋外の活
動が少なくなっているの
で運動不足が心配です。
・屋上が早く直るといい
です。
・屋上で活動が出来ない
のが残念ですが、遊び
場の調整や工夫をして
いるので修繕工事の見
通しが立つと良い。
・小さな子ども達にとって
は十分なスペースだと思
います。

・台風により倒壊した屋上
フェンスの修繕については、
区の所管や担当者が中心と
なり、業者を交えて、予算や
建築基準法など限られた条
件の下、子どもたちが安全
に遊べて、尚且つ昨今の想
定外の災害に備えたものに
なることを念頭に検討を重ね
てきました。2月中旬からの
工事開始となり、3月末完成
予定です。
・屋上が使用できなくなって
からは、多目的室を優先的
に遊び場として利用できるよ
うに全体で調整したり、中庭
に簡易の砂場を設置する
等、できる限り子どもたちの
遊び場を確保するよう努め
てきました。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 29 1

・先生がたくさんいらっ
しゃるので子供に目が届
かないという心配はな
い。
・常に目が行き届いて部
屋にいつもたくさんいてく
れてます。

基準以上の職員配置がされ
ています。クラス担任の職員
の他に、非常勤で多種専門
職（心理士、言語聴覚士、作
業療法士、理学療法士、音
楽療法士、体育療法士等）
の配置があり、連携を重視し
たチームでの療育体制を
とっています。

3

生活空間は、本人にわかりやすい構造化
された環境※1になっているか。また、障
害の特性に応じ、事業所の設備等は、バ
リアフリー化や情報伝達等への配慮が適
切になされているか

30

・おもちゃの棚には写真
が貼ってありとてもわか
りやすい。
・わかりやすい環境の中
でとても楽しそうに過ご
せています。

・生活に必要な活動の流れ、
活動場所、療育者や友達の
顔など、写真カードや絵カー
ドを用いながら子どもの理解
を促しています。
今後引き続き、個々の子ど
もに合わせた伝達方法や配
慮を工夫していきたいと思い
ます。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる
環境になっているか。また、子ども達の活
動に合わせた空間となっているか

30

・台風で使用不可になっ
た屋上の早期の復旧を
願います。
・食後も消毒したり、すべ
らない様にしていたり心
地よく過ごせています。

・刺激の調整が必須な子ど
もにはパーテションで仕切る
など、個々に合わせて環境
の工夫や配慮をしています。
・生活空間（居室、トイレ、
ホール等）は、毎日掃きと拭
き掃除を行い、清潔保持に
努めていす。
・新型コロナウイルス対策と
しては、換気及び手すりやド
アノブ（通園バス含む）など
の消毒を一日2回行うように
しています。

5

子どもと保護者のニーズや課題が客観
的に分析された上で、児童発達支援計画
※2が作成されているか

30

・都度悩みを聞いてもら
い支援してもらっている。
・すごく細かく分析されて
います。

引き続き、子ども一人ひとり
の個別支援計画に基づき、
職員と保護者で共通理解を
もちながら支援していきま
す。
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6

児童発達支援計画には、児童発達支援
ガイドラインの「児童発達支援の提供す
べき支援」の「発達支援（本人支援及び
移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で
示す支援内容から子どもの支援に必要な
項目が適切に選択され、その上で、具体
的な支援内容が設定されているか

27 3

・「家族支援」と「地域支
援」に関してどのような支
援が行われているのか
よくわからない。
・普段相談しているような
問題点を適格に支援で
きるようして下さって感謝
しています。
・設定されていると思い
ます。

・児童発達支援ガイドライン
を職員全体で見直し、子ども
の発達を客観的に捉え、
個々に必要な支援を具体的
に設定できるよう努めていき
ます。また、保護者の方にも
分かりやすい説明を心がけ
ていきます。
・家族支援、地域支援は、今
後の課題として、充実に向け
て取り組んでいきたいと思い
ます。

7
児童発達支援計画に沿った支援が行わ
れているか

30

・都度悩みを聞いてもら
い支援してもらっている。
・とてもていねいに行わ
れていると思います。

定期的にグループの打ち合
わせを設けているので、職
員間で、個々のお子さんの
目標及び支援内容を共有し
ながら療育を進めていきま
す。

8
活動プログラム※3が固定化しないよう工
夫されているか

25 4 1

・あまりコロコロ変わると
不安になるので固定して
もらいつつ時々変化もつ
けてもらっています。
・個々の活動がどのよう
に行われるのか一度だ
け連絡帳に書いてあった
が頻度や内容が不明で
あった→最近は毎日少し
時間を設けてやっていた
だいている。
・工夫されています。

・引き続き、子どもの発達に
合わせたプログラムを工夫し
ていきます。
・個々に合わせた課題や、小
グループ活動等の内容は、
連絡帳や面談時に伝えるな
ど、できるだけ保護者の方と
共有できるよう、努めていき
ます。

9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交
流や、障害のない子どもと活動する機会
があるか

27 2 1

・月に数回交流がありと
ても良い。
・保育園交流が定期的に
行われているようだが息
子の特性上、参加してい
ないという話を聞いた事
がある。
・月一回、保育園交流が
あるが活動内容は全員
ではないし、何をしてい
るのか分からない。
・保育園交流に参加して
お友達と活動する機会
があり子供も喜んでま
す。
・保育園の子がホールで
混ざって遊んでいるのは
知っています。

・入園時のオリエンテーショ
ンで、近隣保育園との交流
についてお伝えしています。
交流は子どもの発達段階に
よっては、混乱したり不安に
なる場合もあるので、状態に
合わせて参加しています。
・保育園交流を行い、参加し
た場合は、保護者の方には
連絡帳や面談で様子を伝え
るようにしていきます。

10
運営規程、利用者負担等について丁寧
な説明がなされたか 27 2

・入所前に丁寧に説明し
てもらいました。
・自主通所期間中の他
の事業所を利用する際
の上限管理の用紙を提
出したら、規定が変わっ
たので必要ないと後日連
絡が来た。
・入園する前に説明して
頂きました。
・説明されました。

変更時の説明が不足してい
たようで、今後、気を付けま
す。丁寧な説明に努めてい
きます。

適
切
な
支
援
の
提
供

保
護
者
へ
の
説
明
等



チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

ご意見 ご意見を踏まえた対応区　　分

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達
支援の提供すべき支援」のねらい及び支
援内容と、これに基づき作成された「児童
発達支援計画」を示しながら、支援内容
の説明がなされたか

29
・とても丁寧に説明され
ました。

引き続き、個別に説明をして
います。

12
保護者に対して家族支援プログラム（ペ
アレント・トレーニング※4等）が行われて
いるか

21 2 3

・こちらから子供への対
処法などを聞けばアドバ
イスをもらえるが、普段
から施設側から褒め方
や接し方など積極的に
教えてもらう機会はあま
りない。
・自分だけでなく他者へ
の理解として自閉症やダ
ウン症の特性の勉強会
があるといいと思いま
す。
・特に子供との関わりに
ついてアドバイスはうけ
ていない気がする。
・わかりやすく助言されま
す。

・家庭支援プログラムの一環
として、ムーブメント、音楽療
法の親子プログラムを月に
各1回ずつ実施。その他、専
門職による年度末の参観面
談及び、医療相談も受けら
れる仕組みなっています。
・また随時、保護者には、子
どもの理解や関わりついて、
電話や面談等で相談を受
け、助言するよう努めていま
したが、十分でないことが分
かりました。今後は、家族支
援という形で、保護者の方
に”何が必要か“何が支援に
なるのか”を意識して取り組
み、役立つアドバイスができ
るよう努力していきます。

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの健康や発達の状況、課題に
ついて共通理解ができているか

29

・毎日連絡帳や口頭で伝
えられています。
・連絡帳や電話連絡など
で伝え合えていると思
う。
・小グループ活動のねら
いや説明がもう少しある
といいなと思います。
・毎日、連絡帳でのやり
とりが大事だと思いま
す。
・連絡帳を通じて伝え合
い理解ができています。
・子のことをいつもよくみ
て下さっていて親よりも
先に気付いて下さること
も多く、いつも感心してい
ます。
・連絡帳や送り迎えの時
にわからない事や健康
状態など伝えています。

・毎日、連絡帳でご家庭と連
携を図っていますが、十分に
伝えられない場合は、相談・
質問用紙を活用して頂いて
います。
・また都度、面談を設けた
り、来所が難しい等の場合
は、電話連絡で様子や状況
を伝え合うなど、積極的に共
通理解を図るように努めて
います。　　　　・小グループ
活動のねらいなどは、今後、
保護者の方に分かりやすく
伝えていきたいと思います。

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児
に関する助言等の支援が行われている
か

28 1

・度々話を聞いて頂いて
いて助かります。
・面談は少ないものの定
期的に行われている。
・とても親身になって助
言してもらっています。

・専門職及びクラス担任との
面談があります。回数として
は、年に４～５回行っていま
すが、引き続き、保護者が相
談しやすい状況を心がけて
いきます。

15
父母の会の活動の支援や、保護者会等
の開催等により保護者同士の連携が支
援されているか

28 1

・場所の提供やプリント
の配布、連絡のとれない
保護者への伝達など協
力していただいている。
・なかなか他の保護者と
は話す機会がありませ
ん。
・連絡帳にて活動用紙を
見て行かれる時は参加
しています。

・父母会の活動には、会長
及び係の方と連絡を取り合
い、場所の提供や活動の相
談、アルバム作成の協力等
を行っています。
・保護者会や懇談会、給食
試食会の開催は継続してい
きます。またご意見を参考に
し、より保護者同士の交流
がもてるような新たな機会の
設定等も、今後検討していき
ます。
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16

子どもや保護者からの相談や申入れに
ついて、対応の体制が整備されていると
ともに、子どもや保護者に周知・説明さ
れ、相談や申入れをした際に迅速かつ適
切に対応されているか

29
・対応されていると思い
ます。

引き続き、相談や申し入れ
等については、できるだけ早
くに対応できるよう心がけて
いきます。

17
子どもや保護者との意思の疎通や情報
伝達のための配慮がなされているか

29

・連絡帳はとてもていね
いに書いていただいてい
るが、もう少し先生との
話す機会がほしいとは思
います。
・バスじゃなく毎日通園し
ているので、いつでも何
かあったら相談できる環
境です。

・保護者とは、連絡帳、プリ
ント、面談、電話、一斉メー
ル等で情報共有や伝達を
行っています。不足に感じて
いる方もおられるようなの
で、保護者の方に積極的に
声をかけていきたいと思いま
す。
・子どもについては、個々に
合わせて、絵や写真カードを
用いたり、マカトンや手話、
サイン等、わかりやすい伝達
方法を工夫しています。また
行事は、イレギュラーなた
め、行程を視覚的に分かり
やすく見通しカードとして作
成して保護者に渡し、ご家庭
で説明してもらうことがありま
す。

18

定期的に会報やホームページ等で、活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報や
業務に関する自己評価の結果を子ども
や保護者に対して発信されているか

27 2

・月の予定表があるので
それを見て、予定をくめ
るようになっています。
・連絡帳で用紙を見て
知ったりとマメに発信さ
れています。

・毎月『クラスだより』『給食だ
より』『ほけんだより』を配布
しています。更に、必要性に
応じて個別に予定を連絡帳
等で再確認する場合もあり
ます。
・第三者評価は、３年毎実施
（平成３０年度実施）してお
り、結果は『とうきょう福祉ナ
ビゲーション』で公表してい
ます。
・自己評価の結果について
は、毎年、区のホームページ
等で公開されます。

19
個人情報の取扱いに十分注意されてい
るか

29

・かなり慎重に対応され
ていると思う。
・十分注意されていると
思います。

・契約会等で説明していま
す。　　　　　　　　　　　　　ま
た毎年、写真やビデオ等の
個人情報の取り扱いについ
ては書面で同意を得ていま
す。
・職員にも、取り扱いの注意
を徹底するよう努めていま
す。
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20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等を策定し、
保護者に周知・説明されているか。また、
発生を想定した訓練が実施されているか

29

・発生を想定した訓練を
しているので不安はな
い。
・感染症対応もほけんだ
より号外で分かりやすく
周知している。
・細やかに対応して下
さっています。
・されていると思います。
感染症の情報も連絡帳
経由でわかりますし、バ
スもメールがすぐに来ま
す。

・緊急時対応や防犯につい
ては、マニュアルを再整備
し、保護者へも周知・説明し
ていくとともに、訓練に組み
込んでいく必要があります。
・今後、保護者会等で、必要
事項の説明を検討し、実施
していきたいと思います。

21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出、その他必要な訓練が行われている
か

29
・月に一度避難訓練が行
われています。

・定期的に避難訓練は実施
しています。また、災害避難
時に必要な物を随時検討し
て購入しています。
・昨今の災害状況を踏まえ、
いざというときに現実的に対
応出来るように、引き続き訓
練の内容や実施の仕方をを
見直し検討していきます。

22 子どもは通所を楽しみにしているか 28 2

・毎日進んで家を出てい
ます。
・毎日楽しく通っていま
す。
・楽しみにしていることが
多いが本人の気分でか
わることがある。
・毎日、嫌がらずバスに
のり登園しています。
・毎日楽しそうに通ってま
す。
・通所をとても楽しみして
います。
・とても楽しみにしていま
す。
・毎日楽しみにしていて、
とても嬉しいです。

・引き続き、子ども達が安
全、安心して楽しめる活動を
考えていきます。
・子どもの発達に合わせた設
定遊びや課題場面を工夫し
ていきたいと思います。

23 事業所の支援に満足しているか 30

・いつもありがとうござい
ます。
・先生方に感謝していま
す。
・いつもありがとうござい
ます。
・単独通所を選んで正解
だったと思っています。
・とても満足しています。

・様々な機会に意見をうかが
い、引き続きお子さんや保護
者の方のニーズを把握して
いくことに努めていきます。
・今後も引き続き、お子さん
が人に安心して自分の要求
や気持ちを表現できる関係
つくりを心がけながら、お子
さん自身の主体性や自発
性、社会性を育んでいくこと
を大事にしていきます。

この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」により事業所評価を
行っていただき、その結果を集計したものです。
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